「僕が 雨 を ふらして 上げましょう か」 

と太郎 はお 父さんの 顔 を 見上げながら、 まじめく 

さ つてこう 云いました。 

「ァハ ハハ。 馬鹿な 事 を 云うな。 お前の 力で 雨が ふる 

もの か」 

とお 父さん は 腹 を 抱えて 笑われました。 

「でもお 父さん」 

と 太郎は 一 生 懸命に なって 云いました。 

「この間、 運動会の 前の 曰まで 雨が 降って いたでし よ 

う。 それに 僕が テル テル 坊主 を 作ったら、 いいお 天気 

になった でしよう- 



「ゥ ン」 

「あの 時 みんなが 大変 喜びました から、 僕の テル テル 

坊主が お天気に したんだ つて 云ったら、 皆え らいな 

あって 云い ましたよ」 

「ァ ハハ ハハ。 そうか。 テル テル 坊主 はお 前の 云う こ 

と を そんなに よくき くの か」 

「ききます とも。 ですから 今度 は 雨ふり 坊主 を 作って 

僕が 雨 を 降らせる ように 頼もうと 思 うんです」 

「ァ ハハ ハハ。 そり や あみん な よろこぶ だろう。 やつ 

ごほう- び 

てみ ろ。 雨が ふったら 御 褒美 を やる ぞ」 

「僕 はいりません から、 雨降り 坊主に やって 下さい」 
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